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ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
イ
ラ
ン
へ
の

先
制
攻
撃
は
国
連
の
グ
テ
レ
ス
事
務
総
長
も
非

難
す
る
国
際
法
違
反
の
暴
挙
。
イ
ラ
ン
政
府
と

核
問
題
を
め
ぐ
っ
て
お
互
い
の
代
表
団
が
交
渉

を
行
っ
て
い
る
さ
な
か
に
交
渉
を
打
ち
切
り
、

今
年
の
二
月
二
八
日
に
先
制
攻
撃
を
仕
掛
け
、

イ
ラ
ン
の
学
校
に
ミ
サ
イ
ル
（
ト
マ
ホ
ー
ク
ミ

サ
イ
ル
と
言
わ
れ
て
い
る
）
を
打
ち
込
み
、
少
女

一
六
八
人
が
命
を
落
と
し
た
◆
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
フ
ラ
ン
ス
で
開
か
れ
た
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で

こ
の
こ
と
を
記
者
に
聞
か
れ
「
昔
の
こ
と
だ
」
と

述
べ
た
。
（
六
月
一
九
日
・
毎
日
新
聞
）
人
の
命

が
無
く
な
る
こ
と
を
な
ん
と
も
思
っ
て
い
な
い

冷
酷
無
比
と
い
う
ほ
か
な
い
◆
ト
ラ
ン
プ
政
権

は
今
年
初
め
に
南
米
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
首
都
を

攻
撃
し
、
主
権
国
家
の
大
統
領
を
ア
メ
リ
カ
に

拉
致
し
裁
判
に
か
け
る
と
豪
語
し
た
が
、
こ
れ

に
味
を
し
め
、
イ
ラ
ン
も
数
日
で
降
伏
す
る
、 

ア
メ
リ
カ
市
民
の
支
持
も
高
ま
る
と
読
ん
で
い

た
節
も
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
イ
ラ
ン
は
ホ
ル

ム
ズ
海
峡
を
封
鎖
し
、
世
界
経
済
は
ア
メ
リ
カ

も
含
め
て
混
乱
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
さ
に

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
招
い
た
読
み
の
甘
さ
、「
壮
大

な
失
敗
」
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
◆ 

こ
の
ま
ま

で
は
秋
の
中
間
選
挙
も
敗
北
し
か
ね
な
い
状
況

に
追
い
込
ま
れ
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
六
月
一
七

日
、
イ
ラ
ン
と
の
間
で
戦
闘
終
結
に
向
け
た
覚

書
（
お
ぼ
え
が
き
）
を
正
式
に
交
わ
し
た
が
、
本

当
に
終
結
に
向
か
う
の
か
、
ま
た
核
問
題
に
つ

い
て
は
今
後
も
交
渉
が
続
く
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
先
制
攻
撃
で
多
く
の
罪
の
な
い
市
民
を
殺

害
し
た
こ
と
の
責
任
は
ど
う
す
る
の
か
。
ま
だ

ま
だ
不
透
明
な
こ
と
が
多
す
ぎ
る
。
（
Ⅿ
） 

 

 

 

働
か
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
高
齢
者

の
雇
用
問
題
は
深
刻
で
す 

 

評
議
員
会
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
報
告 

 

六
月
二
〇
日
（
日
）
の
午
後
、
広
島
県
労
連
の
第
七
四
回
評
議
員
会
が
開
か
れ
、
建
交
労
か

ら
山
田
昭
夫
委
員
長
と
大
平
文
俊
書
記
長
代
行
の
二
名
が
評
議
員
で
参
加
し
ま
し
た
。 

 

憲
法
を
守
る
正
念
場
の
た
た
か
い
の
年
に 

 

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
神
部
泰
県
労
連
議
長
は
「
国
会
を
め
ぐ
る
情
勢
か
ら
も
憲
法
を
守
る
正

念
場
の
闘
い
の
年
に
な
っ
て
い
る
。
全
国
で
憲
法
守
れ
の
闘
い
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
か

ら
数
十
万
規
模
の
集
会
が
開
か
れ
る
と
思
う
」
な
ど
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

職
安
に
求
職
に
来
る
高
齢
者
増
え
て
い
る
、
関
係
者
が
異
口
同
音
に 

一
五
人
が
討
論
に
参
加
。
建
交
労
の
山
田
委
員
長
は
、
三
月
に
お
こ
な
っ
た
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
前

ク
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
触
れ
て
発

言
。「
深
刻
な
物
価
高
騰
に
直
面
し
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
記
述
欄
に
意
見
を
書
い
た

人
が
例
年
よ
り
も
特
に
多
く
、
広
島
職
安

で
は
半
数
近
い
人
が
意
見
を
書
い
て
い

る
」
こ
と
。
ま
た
職
安
の
関
係
者
か
ら
も
、 

「
物
価
高
騰
の
影
響
か
、
高
齢
の
求
職
者

が
最
近
は
多
く
な
っ
て
い
る
」
な
ど
の
声

が
共
通
し
て
聞
か
れ
る
こ
と
な
ど
報
告

し
ま
し
た
。 

 

高
齢
者
の
雇
用
問
題
は
深
刻 

 

年
金
が
少
な
く
、
物
価
高
騰
の
な
か
生

活
が
苦
し
い
人
が
身
近
に
い
ま
す
。
生
活

保
護
を
受
給
し
よ
う
と
相
談
に
行
っ
て

も
、
現
行
の
基
準
で
は
ギ
リ
ギ
リ
給
付
が

受
け
ら
れ
な
い
現
実
が
あ
り
、
ま
た
職
安

に
仕
事
を
求
め
て
い
っ
て
も
、
面
接
に
行

く
と
実
際
は
年
齢
で
不
採
用
に
な
っ
た

り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し

て
も
相
応
し
い
仕
事
に
就
け
な
い
と
か
。 

 

高
齢
者
の
雇
用
問
題
は
深
刻
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
「
公
的
な
就
労
・
仕
事
の
拡

大
」
を
求
め
る
人
の
割
合
が
確
実
に
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
真
剣
に
対
応
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

政
府
に
抗
議
す
る
国
会 

前
行
動
に
連
帯
し
広
が 

る
「
戦
争
反
対
！
憲
法 

守
れ
！
」
の
声 

「
ナ
フ
サ
の
供
給
不
安
」
や
物
価 

高
騰
に
よ
る
国
民
の
く
ら
し
が
厳 

し
く
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず 

高
市
早
苗
首
相
は
、
国
民
の
く
ら
し 

そ
っ
ち
の
け
で
国
会
で
の
絶
対
多 

数
の
議
席
を
背
景
に
「
国
家
情
報 

局
」
を
設
置
し
、
殺
傷
能
力
の
あ
る 

武
器
の
輸
出
を
全
面
解
禁
す
る
こ 

と
を
四
月
に
閣
議
決
定
し
、
「
国
旗

損
壊
罪
」
「
ス
パ
イ
防
止
法
に
の
制

定
」
な
ど
自
分
の
思
い
の
ま
ま
に

「
戦
争
国
家
づ
く
り
」
を
推
進
し
て

い
る
か
の
よ
う
で
す
。 

 

デ
モ
カ
レ
ン
ダ
ー
で
全

国
に
広
が
る
市
民
の
声 

「
デ
モ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
よ
り
、

国
会
前
で
の
高
市
政
権
に
抗
議
す

る
市
民
の
動
き
に
連
帯
す
る
行
動

が
全
国
で
大
き
く
広
が
り
、
六
月
一

九
日
に
は
国
会
前
行
動
に
二
万
六

千
人
が
参
加
、
全
国
で
は
連
帯
す
る

ア
ピ
ー
ル
行
動
が
三
〇
〇
カ
所
以

上
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
広
島
県
内

で
は
一
〇
カ
所
で
開
催
さ
れ
た
） 

広島県労連の第74回評議員会

で、主催者あいさつする神部

泰議長（写真上）と、ハローワ

ークアンケートの結果と「働

かなくては生活できない高齢

者」の実態について発言する 

山田昭夫委員長（6月 20日） 
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火）

今
後
の
組
合
行
動
日
程
な
ど 

 

六
・
二
六 

網
の
目
平
和
行
進 

六
・
二
七 

ダ
ン
プ
企
業
組
合
理
事
会 

六
・
三
〇 

建
交
労
中
国
地
協
組
織
対
策
会
議 

七
・ 

七 

七
夕
ウ
オ
ー
ク
（
ド
ー
ム
前
） 

 

七
・
一
五 

事
業
団
・
高
齢
者
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
キ

ャ
ラ
バ
ン
広
島
行
動
（
七
月
一
三

日
島
根
か
ら
ス
タ
ー
ト
～
一
六
日

岡
山
） 

 

七
・
二
五 

「
核
兵
器
と
憲
法
」
学
習
会 

 

七
・
二
六 

国
民
平
和
大
行
進
（
東
京―

広
島

コ
ー
ス
）
が
広
島
県
入
り 

 

八
・ 

四 

国
民
平
和
大
行
進
が
広
島
平
和
公

園
に
到
着
。
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
広
島
の
開
会
式 

 

八
・ 

五 

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
分
科
会 

 
 

 
 

 
 

二
〇
二
六
年
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
・
建
交
労
交
流
会
（
広
島
） 

 
 

 
 

 
 

（
午
後
四
時
半
か
ら
、
広
島
本
通

り
駅
前
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ

ー
・
信
和
広
島
ビ
ル
） 

 

八
・ 

六 

原
水
禁
世
界
大
会
閉
会
式 

 
 
 
 
 
 

原
水
禁
世
界
大
会
灯
ろ
う
流
し 

 
 

 
 

   
 
 
 
 
 

     

お
知
ら
せ 

※
県
本
部
の
「
ク
ス
ノ
キ
通
信
」
は
毎
月
一
回
発

行
し
て
い
ま
す
。
各
支
部
や
職
場
で
の
ホ
ッ
ト

な
話
題
や
取
り
組
み
な
ど
、
身
近
な
話
題
を
、

「
メ
ー
ル
」
や
フ
ァ
ク
ス
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
と
フ
ァ
ク
ス
は
以
下
の
通
り
で
す
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 
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 核廃絶に向けて NPT ニューヨーク行動

参加の武田青年部長、内田委員が報告 
 

広島で青年部が平和学習会と署名行動 

 

去
る
四
月
二
七
日
か
ら
五
月
二

二
日
ま
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
拡
散
防

止
条
約
）
再
検
討
会
議
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
会
議
の
成
功
と
、「
成

果
文
書
」
を
採
択
さ
せ
る
た
め
、

日
本
か
ら
は
九
五
人
が
参
加
し
て

四
月
二
五
日
か
ら
五
月
三
日
ま

で
、
再
検
討
会
議
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

武
田
喜
成
建
交
労
青
年
部
長

（
広
島
県
本
部
書
記
次
長
）
と
青

年
部
委
員
の
内
田
知
也
氏
（
建
交

労
長
崎
県
本
部
組
合
員
）
の
二
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

「
カ
ク
ワ
カ
広
島
」
の
代
表

田
中
美
穂
さ
ん
が
講
演 

六
月
二
〇
日
の
午
後
か
ら
、
建

交
労
青
年
部
主
催
で
「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
国

際
行
動
報
告
会
・
平
和
学
習
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

学
習
会
は
広
島
市
中
区
「
ひ
と
・
ま
ち

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
」
で
開
か
れ
、
ゲ
ス
ト

と
し
て
、「
カ
ク
ワ
カ
広
島
」（
核
政
策
を

知
り
た
い
広
島
若
者
有
権
者
の
会
）
の

共
同
代
表
の
田
中
美
穂
氏
が
核
兵
器
廃

絶
に
む
け
た
「
カ
ク
ワ
カ
広
島
」
の
取
り

組
み
を
は
じ
め
、
憲
法
や
平
和
の
問
題

に
つ
い
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て

記
念
講
演
し
ま
し
た
。（
写
真
下
） 

武
田
青
年
部
長
と
内
田
青

年
部
委
員
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
動
を
報
告 

 

武
田
喜
成
青
年
部
長
（
広
島
県
本
部
書

記
次
長
）
は
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議 

Ｎ
Ｙ
行
動
に
参
加
し
て
」
と
題
し
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｔ
行
動
日
程
や
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
つ
い
て
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
国
際
共
同
行
動
パ

レ
ー
ド
に
参
加
、
街
頭
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
民
が
関
心
を
持
っ
て
反
応
し
て
い

た
こ
と
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
国
連
本

部
で
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
を
傍
聴
し
た

様
子
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ー
デ
ー
集

会
に
参
加
し
た
事
、
市
民
や
労
働
者
の

支
援
で
誕
生
し
た
マ
ム
ダ
ニ
市
長
が
メ

ー
デ
ー
に
参
加
し
力
強
く
挨
拶
し
た
こ

と
、
そ
し
て
全
労
連
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
労
働
組
合
（
レ
ー
バ
ー
ノ
ー
ツ
）
と
の

交
流
会
に
参
加
し
た
こ
と
や
な
ど
印
象

に
残
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
報
告

し
ま
し
た
。
内
田
知
也
委
員
も
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
行
動
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

子
ス
ズ
メ
が
巣
立
つ
ま
で
あ
た
た
か

く
見
守
っ
て
！
（平
和
公
園
） 

 

「
『
原
爆
の
子
の
像
』
の
鐘
の
中
に
ス
ズ
メ

が
巣
を
作
っ
て
い
る
の
で
鐘
の
ご
利
用
を
お

休
み
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」
と
聞
い

た
の
で
、
現
地
に
行
っ
て
見
ま
し
た
。
鐘
の
下 

に
「
お
知
ら 

せ
」
が
貼
っ
て 

あ
り
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
の 

時
は
、
つ
ば
め

が
巣
作
り
を 

 
 
 
 
 
 

が
巣
作
り
を 

し
て
い
ま
し 

た
。 

 
 （スズメの巣が見えます） 

青年部の平和学習会で、記念講演

する「カクワカ広島」の共同代表

の田中美穂さん（青年部提供） 

 

武
田
青
年
部
長
は
「
ア
メ
リ
カ
の
労
働
運
動

と
日
本
の
労
働
運
動
が
深
く
繋
が
っ
て
い
る

こ
と
、
労
働
組
合
に
と
っ
て
平
和
の
取
り
組
み

が
大
切
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
」
な
ど
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。 

 

学
習
会
終
了
後
、
参
加
者
は
市
内
の
金
座
街

で
「
核
禁
条
約
」
の
署
名
を
訴
え
ま
し
た
。 

ニューヨーク行動の報告をする

武田君と内田君（青年部提供） 

mailto:ctg303.hiroshima@orange.plala.or.jp

